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環境建設技術系 

1 はじめに 

測量実習は、社会環境工学科 2 年次対象の実習である。本実習は、測量について測量における基本的な計

器である GPS測量機、トータルステーション、レベル、平板などの取り扱い技術や国土交通省国土地理院の

公共測量作業規定の測定方法、測定値の記録及び処理方法等を習得し、これからの最新測量技術にも対応で

きるように、これらの作業を体験し身をもって理解を深めることができるようにすることを目的としている。 

今年度は平成 27年 2月 23, 24, 26, 27 日の 4 日間にかけて集中講義形式で実施され、環境建設技術系の全技

術職員で技術支援を行った。 

2 実習内容 

測量項目は表に示す多角測量、水準測量、平板測量、GPS 測量の 4 項目で、受講生を 3 つの班に分け、4

日間かけて全測量を体験することとしている。それぞれの測量ごとに社会環境工学科教員もしくは非常勤講

師 1名、技術職員 1名（日交代制）、TA1 名の 3 名体制で実習を進めており、各班に 1名の指導者が付くこと

になる。どの測量においても初めに室内で作業内容等の説明があり、その後、外業（現場作業）、内業（室内

での計算・解析、図面整理等）と作業を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 まとめ 

4 日間の集中講義のため、その時点での学生の理解度はある程度得られるとは考えられるが、測量器材の

取り扱いは教科書を見て覚えるものと違い、実際に繰り返し操作し、経験を積むことにより習得できるもの

である。そのことを踏まえながら、少しでも記憶に残るように指導や助言に工夫する必要がある。 

担当している技術職員は測量内容を毎年交代して担当しているため、それぞれの測量に対する技術職員個

人の熟練度も年々向上している。そのため全測量に対して高いレベルでの技術指導ができている。次年度以

降、測量実習の形態が大きく変わる可能性があり、それらに対応し、よりよい実習ができるような支援体制

を整える必要がある。 

多角測量 既知点に基づき、新点である基準点の位置を定める作業で、隣接点間の

距離と夾角を測定して、各点の位置を定める。 

水準測量 既知点の標高に基づき、新設する水準点の標高を定める作業をいい、高

低差を測定する。 

平板測量 基準点を平板図面上に展開し直接図示することで、使用目的にあった地

形図を作成する。 

GPS 測量 cm オーダーの位置精度を達成する GPS 測量機を用いて、代表的な GPS

測量作業の演習を行う。 
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